
 

「モバイル接続料の自己資本利益率の算定に関するワーキングチーム」 

について 

 

１ 趣旨  

 モバイル接続料の自己資本利益率の算定に用いられるβ（※）について、移動体事

業者の事業の多角化等に伴い、βの移動体事業のリスクの反映方法等が課題となり

つつあり、事業者間の公平性確保の観点も踏まえつつ、適切な算定方法を検討する。 

※ 第二種指定電気通信設備接続料規則（平成 28年総務省令第 31号）第９条第４項

で以下のように定義 

「主要企業の実績自己資本利益率の変動に対する事業者の実績自己資本利益率の変

動により計測された数値を基礎とし、移動電気通信事業に係るリスク及び当該事業

者の財務状況に係るリスクを勘案した合理的な値」 

 

２ 検討事項  

・ βに関し、省令に規定する「移動電気通信事業に係るリスク」及び「財務状況に

係るリスク」の勘案をどのように行うべきか 

・ βの計測期間をどのように設定すべきか 
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４ スケジュール  

平成 28年 10月６日 第１回会合 

（11月上旬までに合計３回程度開催） 
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